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研究成果の概要（和文）：重合の完了したアクリリックレジンと未重合のコンポジットレジンと

は本来接着しない。しかしながら臨床的に両者の接着が求められることは少なくない。そこで

これを改善するために本研究を計画した。各種の表面処理法の効果を比較検討した結果、

4-META/MMA-TBB レジンスラリーを介在させる方法が最も効果的で、接着強さが大きく向上した。

次に熱可塑性樹脂に対する常温重合レジンの接着性について検討した。ポリエチレンテレフタ

レート共重合体およびポリカーボネイトの場合は、床用アクリリックレジンと同等の接着強さ

を示し、特に表面処理を施さなくても良好な成績であったが、これにアルミナサンドブラスト

後 4-META/MMA-TBB レジンスラリーを介在させるとさらに接着性が向上した。これに対し、ポ

リアミド系熱可塑性樹脂の接着性は極端に低く、ほとんど接着しないことがわかった。そこで

表面処理法を検討した。有効な表面処理法は既存の方法の中からは見出せず、唯一

4-META/MMA-TBB レジンスラリーは効果があったがその程度は低かった。この点は今後の検討課

題である。 

 
 
研究成果の概要（英文）：Completely polymerized acrylic resin is originally difficult 
to bond to unpolymerized composite resin. However, significant improvement in the 
bond strength was achieved through the application of 4-META / MMA-TBB resin. 
Polyethylene terephthalate copolymer and polycarbonate showed high bond strengths 
with no surface treatments. Using 4-META / MMA-TBB resin combined with alumina 
air-abrasion, the bond strengths enhanced. On the contrary, polyamide had originally 
extremely low bond strength. The application of 4-META / MMA-TBB resin was not so 
effective. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、歯質とレジンはもとより金属とレジ
ン、セラミックとレジンは強固に接着するよ
うになった。そして歯科臨床はその恩恵を十
分に受け、相当の変貌を遂げて今日に至って
いる。しかしながら、硬化したコンポジット
レジンあるいは重合が完了したアクリリッ
クレジンなどの高分子材料に対し、光重合型
コンポジットレジンは一般に接着しにくい
かほとんど接着しないことがわかっている。 
また、近年臨床においてその使用頻度が急

激に増加している熱可塑性樹脂は、常温重合
レジンを用いた修理やリラインが必要な機
会があるにも関わらず、両者の接着挙動に関
してはほとんど基礎的資料がない。一部の熱
可塑性樹脂の中には常温重合レジンで修理
できないとはっきり謳った製品もある。臨床
的ニーズがあるにもかかわらず熱可塑性樹
脂の接着に関しては不明な点が多い。 
このように異種高分子材料同士の接着は、

歯科領域で用いられる材料の接着の中で、今
日最も接着性や接着耐久性の獲得の不十分
な分野ということができる。しかしながら、
実際の歯科臨床では異種の高分子材料同士
を組み合わせて使用せざるを得ない現状で
あるので、この点を解決したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
上述の背景を踏まえ本研究の目的は、これ

までほとんど接着しなかった異種の歯科用
高分子材料同士を強固に接着させ一体化さ
せることにより、これらの材料を自在に組み
合わせた各種補綴装置を開発し、ひいては新
しい補綴技法を展開することである。 

具体的には重合の完了したアクリリック
レジンと未重合のコンポジットレジンとの
接着に対し効果的な表面処理法を見出すこ
と、および各種熱可塑性樹脂に対する常温重
合レジンの接着性を評価し、接着性の低い材
料に対しては、接着耐久性を向上させる表面
処理法を見出すことである。 

 
３．研究の方法 
 重合の完了したアクリリックレジンと未
重合のコンポジットレジンとの接着に関し
ては、アクリリックレジンをアクリルリング
に包埋後、#400 の耐水ペーパーを注水下にて
用いて研磨し、平らな被着面を得た。この面
をベースとして、以下の 7種類の表面処理を
行 っ た 。 す な わ ち ① 無 処 理 、 ②
4-META/MMA-TBB モノマー処理後乾燥、③トリ
ボケミカルシリカコーティング処理、④光重

合型ボンディング処理、⑤ジクロロメタン－
シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 併 用 処 理 、 ⑥
4-META/MMA-TBB モノマー処理後湿潤処理、⑦
4-META/MMA-TBB レジンスラリー処理である。
その後、37℃温水中に 24時間浸漬保管後、5℃
と55℃の水中熱サイクルを10,000回負荷し、
熱サイクル前後の剪断接着強さをオートグ
ラフを用いて測定した。クロスヘッドスピー
ドは0.5 mm/minとし、試料数は10個とした。
測定後の破断面の状態を実体顕微鏡で 30 倍
に拡大して観察した。 
 各種熱可塑性樹脂に対する常温重合レジ
ンの接着性に関しては、ポリアミド系 2種類、
ポリエチレンテレフタレート共重合体およ
びポリカードネイト系樹脂を選択した。各メ
ーカー指示の方法で重合した。10.0×10.0×
3.0 mm の大きさに整形し、アクリルリングに
包埋後、#400 の耐水ペーパーを注水下にて用
いて研磨し、平らな被着面を得た。この面を
ベースとして、以下の 8種類の表面処理を行
った。すなわち①無処理、②50 μm アルミナ
サンドブラスト処理、③ジクロロメタン 5 秒
処理、④酢酸エチル 120 秒処理、 ⑤
4-META/MMA-TBB レジンスラリー処理、⑥50 
μm ア ル ミ ナ サ ン ド ブ ラ ス ト ＋
4-META/MMA-TBB レジンスラリー処理、⑦ト
リボケミカルシリカコーティング処理、⑧ト
リ ボ ケ ミ カ ル シ リ カ コ ー テ ィ ン グ ＋
4-META/MMA-TBB レジンスラリー処理である。
その後、37℃温水中に 24時間浸漬保管後、5℃
と55℃の水中熱サイクルを10,000回負荷し、
熱サイクル前後の剪断接着強さをオートグ
ラフを用いて測定した。クロスヘッドスピー
ドは0.5 mm/minとし、試料数は10個とした。
測定後の破断面の状態を実体顕微鏡で 30 倍
に拡大して観察した。 
 
４．研究成果 
重合の完了したアクリリックレジンと未

重合のコンポジットレジンとの接着に際し、
⑦4-META/MMA-TBB レジンスラリー処理の成
績が最も良好で、接着耐久性の低下はみられ
なかった。すなわち 4-META/MMA-TBB レジン
スラリーをブラッシュディップ法にて介在
させると接着強さと接着耐久性が最も向上
した。この知見を得て以来、臨床で本法を応
用しているがトラブルは経験しておらず、予
後がよい感触を得ている。 
熱可塑性樹脂に対する常温重合レジンの

接着性に関しては、ポリエチレンテレフタレ
ート共重合体およびポリカーボネイトは①
無処理の成績が良好で、特に処理を施さなく



ても良好な接着性と耐久性を示した。
4-META/MMA-TBB レジンスラリーを介在させ
ると接着性が向上し、50 μm アルミナサンド
ブラスト後 4-META/MMA-TBB レジンスラリー
を介在させるとさらに向上した。これに対し、
ポリアミド系熱可塑性樹脂の接着性は極端
に低く、ほとんど接着しないことがわかった。
4-META/MMA-TBB レジンスラリーは効果があ
ったがその程度は低かった。したがって、本
研究の期間内に、臨床的に信頼に足るポリア
ミド系熱可塑性樹脂の表面処理法を見出す
までに至らなかった。この点のみが今後の課
題として残された。 
 以上を総括すると、アクリリックレジンに
4-META/MMA-TBB レジンスラリーを塗布して
から未重合のコンポジットレジンを圧接し、
その後重合すると接着性が向上する。また、
ポリエチレンテレフタレート共重合体およ
びポリカーボネイト系樹脂には一般に表面
処理は不要であるが、4-META/MMA-TBB レジ
ンスラリーを塗布するとさらに常温重合レ
ジンとの接着性が向上し、確実性が増す。一
方、ポリアミド系熱可塑性樹脂は常温重合レ
ジンとほとんど接着しない。4-META/MMA-TBB 
レジンスラリーを塗布すると接着性が向上
するが、その効果は小さい。 
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